
１．事業内容
　１）管内業種別業況調査の実施 総合評価
　２）関係機関会議出席による情報収集 A
　３）地元金融機関による景況調査の活用
　４）各種統計資料等の活用
２．定量目標

目標件数 実績件数 達成率
120 120 100.0%
12 20 166.7%
4 4 100.0%
12 15 125.0%
ー 53

３．事業結果及び次年度の取組み

１．事業内容
　１）経営分析 総合評価

C

２．定量目標
目標件数 実績件数 達成率

61 44 72.1%
３．事業結果及び次年度の取組み

１．事業内容

　・定量目標 総合評価
目標件数 実績件数 達成率 Ｂ

1 1 100.0%

経営状況の分析

月次対比・年次対比等による分析
財務データ分析（指標比較・経年比較分析等）

浜田商工会議所　令和1年度　経営発達支援事業の報告

地域経済動向調査

１）については、目標の件数に沿って実施できた。収集した情報は個社支援のため情報提供するなど、有効
に活用できた。次年度も幅広く調査を実施し、基礎データとしての活用や事業者への情報提供に努める。
２）３）４）については計画通り実施でき、金融機関の景況調査結果は当所広報誌等へ掲載し広く情報提供
するとともに、特に日本政策金融公庫の統計資料は小規模事業者の経営計画策定等に活用できた。今後も、
事業者に有益な各種情報を積極的に収集、活用するが、商勢圏実態調査が実施されなかったため、必要な場
合は2016年度調査結果を活用する。

内　　容

Ａ：目標を達成することができた　Ｂ：概ね達成することができた　Ｃ：半分程度しかできなかった　Ｄ：ほとんど達成できなかった　Ｅ：未実施

★情報活用支援者数（延べ）

１）による調査件数
２）による情報集計回数
３）による情報活用回数
４）によるデータ収集件数

実績件数は目標及び昨年実績を下回ったが、分析結果は事業者にとって有益であり経営改善や事業計画策定
に効果的であった。次年度は巡回や窓口指導を通じて多くの分析に努め、課題解決や事業計画策定につなげ
て行く。

財務分析

内　　容
経営分析数

分析手法 内　　容

ヒアリングによる分析
属性、沿革、設備、社内体制、後継者
SWOT、取引関係、競合、資金繰り等

事業計画策定・実施支援

　１）事業計画策定支援

内　　容
経営計画作成セミナー開催数



25 14 56.0%
1 2
ー 3
41 44 107.3%
8 16 200.0%
2 3 150.0%

　２）事業計画策定後の実施支援
　・定量目標 総合評価

目標件数 実績件数 達成率 Ｃ
164 114 69.5%
ー 29

２．事業結果及び次年度の取組み

１．事業内容
　１）水産関係者及びバイヤーからの収集情報の提供
　２）公的統計調査等による情報の提供 総合評価
　３）関係機関ＨＰ・機関誌、ビジネスデータベース調査等による情報の提供 Ｂ
２．定量目標

目標件数 実績件数 達成率
18 14 77.8%
14 26 185.7%
32 11 34.4%

３．事業結果及び次年度の取組み

１．事業内容
　１）石見特産品商談会開催による販路開拓
　・定量目標 総合評価

目標件数 会員実績 達成率 内,小規模 Ｂ
75 52 69.3% 31
8 11 137.5% 8
34 32 94.1% 7

創業セミナー開催数
　（事業承継セミナー開催数）
事業計画策定支援数
　（内、創業計画）

経営計画作成セミナー参加者数（延べ）

フォローアップ事業者数

事業計画策定は目標を上回った。依然として創業支援対応が多く起業を通じた地域の活力維持の一助となっ
ている。今後もセミナー等を通じて意欲ある事業者を掘り起こし、実行性の高い計画策定を行って行く。
実施支援については、フォローアップの頻度は目標及び昨年実績を下回ったものの、対応事業者数は昨年よ
り増加した。特に、より多くの支援が必要な事業者は頻度を高めるなど実行支援に努めた。次年度は、計画
的に事業計画を策定のうえ、成果を伴う実施支援に心掛ける。

　（内、事業承継計画）

内　　容
フォローアップ件数（回数）

需要動向調査

内　　容
１）による情報提供者数（延べ）
２）による情報提供者数（延べ）
３）による情報提供者数（延べ）

新たな需要の開拓

内　　容
商談件数（管内分）
成約件数（管内分）

１）について、石見特産品商談会における招聘バイヤーのニーズは、事前アンケート並びに当日の商談シー
ト記録により参加事業者へタイムリーに提供し、商談及び事後のフォローアップに向け活用を促した。
２）について、公的機関調査のデータは事業計画作成等に積極的に活用できた。
３）については、十分には収集・活用できなかったが、新たにJ-Net21情報の活用を始めた。今後は、常に意
識を持ったうえで各種情報収集に努め、事業者が求める内容に応じた情報を提供して行く。

参加事業者数



　２）大規模展示・商談会出展支援による販路開拓
　・定量目標

目標件数 会員実績 達成率 内,小規模
165 183 110.9% 144
9 19 211.1% 19
10 6 60.0% 5

　３）ＩＴ等を活用した情報発信の支援
　・定量目標

目標件数 実績件数 達成率
7 8 114.3%
ー 2
11 10 90.9%

２．事業結果及び次年度の取組み

１．事業内容
　１）浜田の石見神楽検定試験
　・定量目標 総合評価

目標人数 実績人数 達成率 C
55 50 90.9%

　２）広島浜田経済交流事業
　・定量目標

目標人数 実績人数 達成率
35 0 0.0%

　３）ＢＢ大鍋フェスティバル
　・定量目標

目標人数 実績人数 達成率
34,000 27,000 79.4%

　４）浜田市共通商品券発行事業
　・定量目標

目標数値 実績件数 達成率
82,000 76,378 93.1%
490 420 85.7%

　５）商店街活性化事業
　・定量目標

目標件数 実績件数 達成率

参加事業者数（管内分）

内　　容
情報発信支援者数
新規開拓実現者数（上記の内）

内　　容
商談件数（管内分）
成約件数（管内分）

懇談会出席者数

内　　容

神楽検定受験者数

内　　容

新規取引先件数（延べ）

１）について、完全マッチング形式の商談会を実施し、招聘バイヤーとの商談に特化したため商談件数は目
標を下回ったが、成約の成果は目標及び昨年を上回った。今後も引き続き効果的な商談会を実施し、新たな
需要開拓に努める。
２）については、コロナ感染症の影響で中止となった商談会があり参加事業者数は目標を下回ったが、成約
の成果は目標及び昨年実績を上回った。今後も販路開拓事業を通じ積極的な支援を行い、新たな取引による
売上増加を図る。
３）について、支援者数は目標通りであったが成約件数が目標を下回った。次年度は創業者等も含め意欲あ
る事業者を掘り起こし、新たな需要開拓の支援に努める。

地域活性化事業

内　　容

発行金額（千円）
加盟店数（事業所）

内　　容

来場者数

内　　容



7 4 57.1%
　６）外国人技能実習生受入事業
　・定量目標

目標件数 実績件数 達成率
13 7 53.8%

２．事業結果及び次年度の取組み

１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換
２．経営指導員等の資質向上及び支援ノウハウ等の共有 総合評価
３．事業の評価・見直しに関すること Ｂ
＊　取組結果及び次年度の取組み
他の支援団体等の関係機関や派遣専門家との情報交換及び共有の場を積極的に設け、また職員自ら重点的に
取組む研修テーマを決め、年間を通じて各種研修に参加し資質向上に努めた。ただ、支援事業者情報や支援
ノウハウの所内共有が十分でないことが課題である。
一方、外部評価委員会を年度終了後に実施し検証を行ったところである。次年度も所内における実施体制を
強化、充実して行く。

支援能力向上の取組み

支援事業者数

当所（青年部）が実行委員会として主催するＢＢ大鍋フェスティバルは、水産浜田を市内外へＰＲする産業
祭として位置付けられ、地域経済活性化に資するイベントである。今回はランバイク中国大会、石見神楽
ラッピングシャトルバスなど新たな取組みにより好評を得た。次年度も魅力あるイベントの開催を目指し集
客に努める。
また石見神楽検定試験は、上級コースの新設及び講習会の前日開催が奏功し、受験者数の目標は若干下回っ
たものの、昨年実績を大きく上回り遠方受験者の当地域への宿泊にもつながった。今後も夜神楽鑑賞を絡め
た事業を実施し石見神楽の魅力を発信して行く。
その他の地域活性化事業について、次年度も関係機関と連携し創意工夫のうえ事業を推進する。

支援団体数

内　　容


